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MODEL Primaryn.q. 21 22 23 24 25
Lasermodel 1 1 3 5 ll 212
3 1 3 5 ll ?
Noュl-1ilearMathieuEq. 1 3 5 ll 21 432 3 7 13 27 53
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そこで実際に､double-weldu氏ng万巻式の 1-P SN B の 局 所 交 差 数 列 の 結 果 か ら ､ 軌道
の絡まり方を求めると図5になる
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図 5:double-WeldufRng方程式の軌道の絡み方
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この絡み方をつくるためには､horseshoetemplateとしてほholmesらが最初に考えたも
のではだめで図6で示されるものを考えなければならないことが分かる｡
図 6:double-weldu鮎 g方程式に対するhorseshoetemplate
ここで重要なのはHolmesらが考えたynは実際の軌道の構造に園する情報は全く含んで
いないが､我々の考えている局所交差数では生の軌道の構造をもれなく含んでいる点であ
る｡言葉を変えていえば局所交差数は記号力学の結果のrealな系での表現になっている｡
6 結論
周期倍分岐中の周期軌道の構造を解析するために､導入した局所交差数の周期倍分岐で
の変化の仕方は､Holmesらが同じ目的で導入したhorseshoetemplateの分岐線 Ⅰ上のリ
ターンマップに対する記号力学による取扱で説明できる｡しかし､Holmesらの結果にはそ
の基底となるhorsesl10etemplateの構造は含まれておらずそのため実際に軌道全体のトポ
ロジカルな構造を決定することはできない｡ところが､局所交差数はもともとの軌道の構
造をきちんと捉えているので､実際に軌道の構造を解析するにはこの方法が非常に有用と
思われる｡また､逆に局所交差数の結果からhorseshoetemplateを再構成することもでき
こうして得たtemplateの構造から力学系を分類することも可能ではないかと思われる｡
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